第68回栃木県空手道選手権大会
兼
第54回関東空手道選手権大会県予選
特別国民体育大会県予選
第31回全国中学生空手道選手権大会県予選
第26回関東中学生空手道選手権大会県予選
【大会実施要項】

1　大　　会　　　日　　令和５年　５月　２１日（日）　午前９時開始
2　主催　　栃木県空手道連盟
3　後援　　下野新聞社　（株）チャンプ　（株）守礼堂
4　協　　　　　　賛　　（公財）全日本空手道連盟
　　　　　　　　　　　　（公財）全日本空手道連盟　関東地区協議会
5　大　会　 会   場    栃木県立県南体育館
〒323-0042　栃木県小山市外城371-1 
6　参加資格
（1）栃木県空手道連盟の会員であること。（他都道府県との重複は認めない。）
（2）（公財）全日本空手道連盟に登録している会員であること。
高校・一般は（公財）全日本空手道連盟公認段位を保有していること。
（3）中学生は栃木県内所在の中学校であること。
7　競技種目　　
[bookmark: _Hlk79433931]〇成年男子　自由組手個人戦（軽量級・中量級・重量級）
〇成年女子　自由組手個人戦（５５Ｋｇ未満級・５５Ｋｇ以上級）
〇成年男女　形個人戦・団体戦（高校生含む）
〇少年男女　自由組手個人戦・形個人戦
〇中学男女　自由組手個人戦・形個人戦・組手団体戦・形団体戦
＜形・組手に重複して出場することができる＞

8　競技規定　公益財団法人全日本空手道連盟組手競技規定、形競技規定により行う。
９　競技方法
（1）組手競技はトーナメント方式とし、各種目3位決定戦を行う。
①中学生は6ポイント差とし、競技時間は1分30秒フルタイムとする。
　　②競技終了時にポイントの差がなく先取のない場合は判定により勝敗を決す。但し、団体戦においては引き分けも有り得る。勝敗ポイントにより代表戦を行うが、引き分けた場合判定とする。
（2）形競技については、得点制とする。
　・各審判員の技術点・競技点それぞれの点数5.0～10.0の間で採点。
1 参加人数により、グループ数・ラウンド数・形数を決定します。
2 高校・一般は、1人演武とする。中学生は、準決勝まで二人演武とし、メダルマッチは1人演武とする。
（３）団体組手競技・団体形競技については、中学生においては学校対抗とし、選手３名・補欠２名の３人制する。尚、団体組手は２名でも参加可とする。
（４）安全具は、（公財）全日本空手道連盟検定品とする。
ニューメンホー〔Ⅵ・Ⅶ〕、メンフォーシールド、拳サポーター[赤・青]、マウスピース［任意とする］、セーフティーカップ[男子のみ]、ボディプロテクター、インステップガード・シンガード[赤・青]でも使用可。WKF・JKF検定のものとする。ただし、拳サポーターは親指部分が付いていることとする。
（５）赤帯・青帯について
赤帯・青帯は、（公財）全日本空手道連盟検定品とする。
選手各自で帯を持参すること。※帯止めは使用しない
（注意事項）　新型コロナウイルス感染防止対策として安全具・帯等の共有は認めない。
各自で用意すること。

10　出　場　制　限
出場人員に制限は設けない。また、各種目の重複出場を認める。
① 所属郡市連盟の胸マークを付ける事。　
2 高校空手道部からの出場は、「高体連」の胸マークをつける事。
3 中学生は中学校名の胸マークを認める。
11　表彰
各種目上位３位までの入賞者へ賞状と副賞授与を原則とする。

12　参加費　
個人戦　成年　4,000円（一人）　高校・中学生　3,000円（一人）とする。
団体戦　チーム　6,000円

13　そ　　の　　　他
定められた競技方法によって、適正に実施された競技中の事故及び競技以外の事故について、主催者側はその責任を負わない。申込み団体ごとに各種保険に加入する事をお勧めします。

14　参加申込
（1）申込方法
所定の申込み書に記入し、出場費振込通知書（出場費領収書に替える）のコピーを添付して下記まで申し込み（ＰＣメールのみ）をお願いします。
（2）申込先と出場費振込先
高校・一般と中学生は申込先が異なりますのでご注意願います。

＜高校・一般＞
　企画部副部長　下條誉幸　（takayuki_shimojyo@eiken.co.jp）　携帯090-9382-5672
　　　出場費振込先　：足利銀行　南河内支店　普通　5014320
　　　　　　　　　　　栃木県空手道連盟　企画部　関川広満

＜中学生＞
　少年部部長　　高橋一正　（k.takahashi@seiyukaikarate.com）携帯080-4113-4154
出場費振込先　：足利銀行　佐野支店　　普通　5092792
　　　　　　　　　　　栃木県空手道連盟　少年部部長　高橋一正

（3）申込期日
令和5年４月10日（月）締切厳守
＊申込み期限後の申込み、出場選手変更については一切認めない事とします。


15　新型コロナウイルス感染症対策について　
（1）感染拡大の状況及び緊急事態宣言発令によっては中止する場合もある。
（2）感染防止のため主催者・主管が決めた措置に従うこと。
（3）有観客とする。
＜　参加の見合わせについて　＞
（4）参加者の体調がよくない場合（発熱、咳、咽頭痛など）の症状がある場合は参加しない。
（5）当日、検温で37.5℃以上の場合、入場不可とする。
